
安心・活力・発展プラン２０１５の進捗状況について

１ 全体状況

２ H30年度の目標値に対する達成度
（１） 政策別レーダーチャート
（２） 施策別レーダーチャート（安心）
（３） 〃 （活力）
（４） 〃 （発展）
（５） 〃 （地方創生）

３ 最終年度（H36）の目標値に対する達成度
（１） 政策別レーダーチャート
（２） 施策別レーダーチャート（安心）
（３） 〃 （活力）
（４） 〃 （発展）
（５） 〃 （地方創生）

論 点

資料２



56 ( 70.0% ) 17 ( 21.3% ) 4 ( 5.0% ) 3 ( 3.8% )

( 91.3% ) ( 8.8% )

安　　　心 23 ( 71.9% ) 6 ( 18.8% ) 2 ( 6.3% ) 1 ( 3.1% ) 32 ( 100.0% )

活　　　力 19 ( 73.1% ) 5 ( 19.2% ) 2 ( 7.7% ) 0 ( 0.0% ) 26 ( 100.0% )

発　　　展 14 ( 66.7% ) 6 ( 28.6% ) 0 ( 0.0% ) 1 ( 4.8% ) 21 ( 100.0% )

地 方 創 生 5 ( 55.6% ) 3 ( 33.3% ) 0 ( 0.0% ) 1 ( 11.1% ) 9 ( 100.0% )

※地方創生の指標は再掲を含む。

  施策毎に設定した目標指標の進捗状況(３０年度)については、以下のとおりであり、「達成」及び「概ね達成」は
全体の９１．３％（対前年度▲１．９％）となる見込み。

区　　　分
達　　　成

(達成率100%以上)

概ね達成
(達成率100%未満

～90%以上)

達成不十分
(達成率90%未満

～80%以上)

著しく不十分
(達成率80%未満)

合　　計

100.0% )
73 7

分
野
別

３０年度進捗状況 80 (
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※ 集計中 ９指標（全８９指標中）

※ （ ）内は目標指標の数
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１ 全体状況
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活力

発展
安心

（４政策）
（１０政策）

２１政策

（７政策）

達成度については、各政策を
構成する施策ごとに設定した
指標の平均達成度

２－（１） Ｈ３０年度の目標値に対する達成度（全体）

※ 「★」は集計中指標を含むもの

★

★

★

★

★
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２－（２） Ｈ３０年度の目標値に対する達成度（安心）

２６施策

★

★

※ 「★」は集計中指標を含むもの
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２－（２） Ｈ３０年度の目標値に対する達成度（安心）

【指標外課題】

施策
番号 施策名 課題名 内容 今後の取組

1
子どもを社会全体で
支える環境整備

出生数の減少
合計特殊出生率は１．６台に回復してい
るが、出生数は９，０００人を割り込んで
いる

・子育てに係る経済的支援や子育てと仕事の両立支援の充実

・企業等を含めた県民全体での子育て応援の機運づくり
・「女性」や「子育て世代」向け移住支援の充実

21
未来を担うＮＰＯ育成
と協働

ＮＰＯの基盤強化
（資金、知識（ノウハ
ウ）の不足）

・収入が少ない団体について、継続・発
展した活動が難しい

・新規事業の展開や事業の向上を行う
知識（ノウハウ）の不足

・活動資金の確保策
・おおいたボランティア・ＮＰＯセンターのサポート体制の
強化

24
社会資本整備と
老朽化対策

土砂災害警戒区域
指定後の対策

土砂災害警戒区域等の指定や避難勧
告等が避難行動につながっていない

・学識経験者、住民代表、行政機関からなる検討会議で
とりまとめた大分県土砂災害避難促進アクションプログ
ラムの実証

26
移住・定住のための
環境整備とＵＩＪター
ン

人口の社会減

移住者数は増加し過去最高の移住者数
を達成（1,128人、対前年44人増）してい
るが、直近の人口の社会減は拡大
（H29：1,980人減→H30：2,693人減 ）

・首都圏の不本意非正規雇用者を対象としたモニターツ
アーの実施

・「子育て世代」向け移住相談会の開催（東京）
・「女性」向け移住イベントの開催（福岡）

施策
番号 施策名 指標名 目標値 実績値 達成度 要因 向上策

８ 障がい者就労支援
障がい者雇用率の全国順
位（位）

1 6 89.4%
法定雇用率引き上げによる
県内の雇用義務対象企業
数の増

・障がい者雇用アドバイザー
とハローワーク等関係機関
との合同訪問等による企業
への働きかけの強化

８ 障がい者就労支援
障がい者の福祉的就労に
係る平均工賃月額の全国
順位（位）

5
（H29）

14
（H29）

79.0%
・新規設立事業所の低工賃
・民間企業等への周知不足

・民間の経営視点を取り入れ
た共同受注体制の強化

・農福連携の取組強化
・官公需・民需の発注促進

２２
災害に強い人づくり・
地域づくり

自主防災組織避難訓練等
実施率（％）

90.0 77.3
※速報値

85.9%
・訓練実施の核となるリー

ダーの不足
・過疎化、高齢化の進展
・災害時における避難意識

の不足

・防災士養成、防災アドバイ
ザー事業の拡充

・訓練押しかけ支援隊の派遣
・疑似体験ツールの活用など

による避難意識の促進
〃(津波浸水想定区域)(％) 100.0 88.5 88.5%

【９０％未満指標】
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１７施策
※７（２）特徴ある地域

づくりは目標指標なし

２－（３） Ｈ３０年度の目標値に対する達成度（活力）

※ 「★」は集計中指標を含むもの

★

★
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【指標外課題】

施策
番号

施策名 指標名 目標値 実績値 達成度 要因 向上策

１４
おんせん県おおいた
の地域磨きと観光産
業

観光消費額（億円／年） 2,320 1,968 84.8%

・外国人宿泊客数は増加
傾向にあるが、比較的
消費単価の低い東アジ
アからの訪日客が大半

・比較的消費単価の高い
国内の宿泊客数は減
少傾向

・東アジアだけでなく、長期
滞在かつ高消費単価が
期待できる欧米・大洋州
からのインバウンド拡大

・国内、海外ともに長期滞
在を促すため着地型旅行
商品の充実

１６ 戦略的広報
地域ブランド調査（魅力度ラ
ンキング：位）

18 23 83.3%
温泉以外の魅力的なコ
ンテンツの発信不足

・PR業者を通じた首都圏等
メディアへのコンタクトに
よる露出強化

・WEB、SNSの活用による
情報発信

【９０％未満指標】

施策
番号 施策名 課題名 内容 今後の取組

１ 農林水産業の構造改革 水田農家の経営転換
米需要の減少や米価下落の懸念が
あるなか、中規模稲作農家に対する
転換誘導と地域の合意が必要

・園芸導入等の営農意向調査を実施
・モデル集落の選定と人農地プランの見直しにより、

集落単位での畑地化を推進

３
経営マインドを持った力
強い担い手の確保・育成

スマート農林水産業の
普及

担い手の高齢化や労働力不足への
対応

・規模拡大や生産性・収益性向上が可能なスマート
農林水産業技術導入の啓発

・部門別に必要な技術の選定、実証、改良による普
及推進

９
情報通信技術の普及・活
用

先端技術の社会実装
先端技術の活用による地域課題の
解決や、新たな産業の創出

・先端技術の社会実装のための実証実験と担い手
の育成

・次世代を担う人材を育てるIT教育環境の充実

２－（３） Ｈ３０年度の目標値に対する達成度（活力）
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２－（４） Ｈ３０年度の目標値に対する達成度（発展）

１６施策

※ 「★」は集計中指標を含むもの

★

★
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【９０％未満指標】

【指標外課題】

施策
番号

施策名 指標名 目標値 実績値 達成度 要因 向上策

３
安全・安心な教育環
境の確保

不登校児童生徒の出現率
(％)

1.21 1.50 76.0%

教育相談コーディネー
ターとスクールカウンセ
ラー・スクールソーシャル
ワーカーとの連携不足

・教育相談コーディネーター
を中心に、スクールカウン
セラー・スクールソーシャ
ルワーカー、福祉関係者
が参画できる体制づくりの
徹底

・ＳＮＳを用いた通報・早期
対応システムの導入によ
る相談体制の充実、早期
発見・早期対応

施策
番号 施策名 課題名 内容 今後の取組

１
子どもの力と意欲を伸ば
す学校教育の推進

中学校数学の活用の
伸び悩み

全国学力・学習状況調査における中
学校数学B（活用）の正答率が全国平
均以下

・「数学指導力強化巡回指導」により、解き方を
教えてドリルに終始する授業から、生徒が数学
的な表現を用いて説明する授業への転換

１
子どもの力と意欲を伸ば
す学校教育の推進

体力の二極化
運動する生徒としない生徒の二極化、
肥満傾向

・重点推進地域での実践を基に、栄養・養護教
諭、体育教員の連携による、食習慣の改善と
運動習慣の定着に向けた取組を実施

５
「知（地）の拠点」としての
大学等との連携

大学生の減少

・全国的な少子化の進行による学生
数の減少

・県内大学・短大等における総定員数
の減少

・県内進学者の増加に向けた魅力ある大学づく
りや高校生への周知活動の強化等

６ 青少年の健全育成
ひきこもりの長期化、高
年齢化

８０５０問題に象徴されるひきこもりの
長期化、高年齢化（中高年のひきこも
りの増加）

・県の相談機関の役割の明確化と相談支援の
充実

・市町村等地域と連携したひきこもり対策の推進
・ひきこもり支援の充実と関係機関のネットワー

ク強化

２－（４） Ｈ３０年度の目標値に対する達成度（発展）
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人を大事にし、
人を育てる

基盤を整え、
発展を支える

地域を守り、
地域を活性化する

仕事をつくり、
仕事を呼ぶ

２－（５） Ｈ３０年度の目標値に対する達成度（地方創生）

※ 「★」は集計中指標を含むもの

★

★

-9-



【９０％未満指標】

２－（５） Ｈ３０年度の目標値に対する達成度（地方創生）

施策
番号

施策名 指標名 目標値 実績値 達成度 要因 向上策

５ 人口社会増減 人口の社会増減（人） △850 △2,693 -116.8%

・エリアでは、福岡・東京への
転出超過

・年齢では、２０～４０歳を中
心として若者層の転出超過

・ターゲットエリア、年代の見直し
・移住、地方就職の動機付け強化
・外国人材の呼び込み

【指標外課題】

施策
番号

施策名 課題名 内容 今後の取組

1
若い世代の結婚・子育て
の希望の実現

出生数の減少
合計特殊出生率は１．６台に回復して
いるが、出生数は９，０００人を割り込
んでいる

・子育てに係る経済的支援や子育てと仕事の両立
支援の充実

・企業等を含めた県民全体での子育て応援の機運
づくり

・「女性」や「子育て世代」向け移住支援の充実
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３－（１） 最終年度（Ｈ３６）の目標値に対する達成度（全体）

活力

発展

安心

（４政策）

（１０政策）

２１政策

（７政策）
「H27」～「H30」及び「基準値」

の達成度は、各政策を構成する
施策ごとに設定した指標の平均
達成度

「基準値」は、目標値の設定時
に基準とした年度の実績値※ 「★」は集計中指標を含むもの

★

★

★

★

★
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３－（２） 最終年度（Ｈ３６）の目標値に対する達成度（安心）
２６施策

※ 「★」は集計中指標を含むもの

★

★
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３－（３） 最終年度（Ｈ３６）の目標値に対する達成度（活力） １７施策
※７（２）特徴ある地域づくり

は目標指標なし

※ 「★」は集計中指標を含むもの
★

★
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３－（４） 最終年度（Ｈ３６）の目標値に対する達成度（発展） １６施策

※ 「★」は集計中指標を含むもの

★

★
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人を大事にし、
人を育てる

仕事をつくり、
仕事を呼ぶ

地域を守り、
地域を活性化する

基盤を整え、
発展を支える

３－（５） 最終年度（Ｈ３６）の目標値に対する達成度（地方創生）

※ 「★」は集計中指標を含むもの

★

★
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